
EBMを用いた診療ガイドラインは歯科医  

師の自由裁量を拘束するかび）問いに対し、そ  

う思うと回答した者は16％であり、医師の  

先行研究の「大いに思う・思う」（1（）リム）よ  

り高い結果となった EBMを用いた診療ガ  

イドラインについての知識の信頼性が低く、  

絶対的な数値も低いものの、一般開業歯科医  

の懸念材料を明確化し、診療ガイドライン作  

成のための環境整備の際に適切に対応すべき  

と思われる，   

EBMを用いた診療ガイドラインの情報を  

自分のパソコンで得ることができるシステム  

に対する対価の最頻値は無料であり、医師の  

「年間1万～2万円」と開きがあった・もち  

ろん、得られる情報によってこの対価は変わ  

るであろうが、数字だけを見る限り、 ▲般開  

業歯科医はEBMを用いた診療ガイドライン  

に対し、プライマリケア医ほどぴ）価値を現時  

点では見いだしていないことがうかがわれ  

た二．   

具体的にどのような「EBMを用いた診療  

ガイドライン」が必要だと思うかという問い  

に対し、「具体的」なl回答はほとんど得られず、  

表2に示した代表的な分野程度の情報しか得  

られなかった＿、今後、改めて別の方法により  

clillicalquestion（T）収集が必要と考えられる   

E．結論   

歯科分野における診療ガイドライン作成を  

構築するための基盤整備の一環として、現状  

における一般開業歯科医の診療ガイドライン  

に関する認知度及び必要性についてアンケー  

ト調査を行った▲．EBMに対する認知度は医  

師よりも低いものの、好意的に認知されてい  

る傾向がうかがわれた＿．また、EBMを用い  

た診療ガイドライ ンの認知度についても同様  

に低いものの、診療ガイドラインにも好意的  

に期待が寄せられている傾向がうかがわれ  

た＝・方、診療ガイドラインにより白山裁量  

を拘束するとびニー意識が医師よりも高く、今後、  

普及啓蒙と診療ガイドライン作成のためぴ）  

clillicalquestiollの抽出が課題と考えられたr  

G．研究発表  

なし  

H．知的財産権の出願・登録状況  

なし  
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表1 年齢構成  

① 20代   4   

② 30代   189   

③ 40代   618   

④ 50代   661   

⑤ 60代   248   

⑥70代以上   23   

未回答   3   

有効回答数   1743   

表2 具体的にど♂）ような「EBMを用いた診療ガイドライン」が必要だと思うか  

歯周病   51   

歯内療法   22   

抜歯   19   

補綴   18   

顎関節症   

う蝕   

予防歯科   

インプラント   8   

矯正   

岐合   3   

岨噂・摂食・礁下   3   

小児歯科   3   

睡眠時無呼吸症   

表3 EBMの認知度と診療ガイドラインゾ）認知度J）クロス集計  

いわゆる「従来型の診療ガイドライン（保険診療にお  

けるガイドラインを含む）」と、「EBMを用いた診療  

ガイドライン」の相違について知っているか  

相違をよく  

知っている   

つ冨   9．3％   22．2？′ら   29．3？も   39．2％  

馳  1．7％   15．8％   30．29ら   52．2％  

聞いたことがある程度   1．4？ム   1．4？も   28．4？ら   68．7％  

知   2．19も   0．0％   2．1年ら   95．99ら  



表4 回転後の因子行列（a）  

因子  

4   

設問（手－3   0．960   0．166   0．190   0．064   

設問①－2   0．959   0．173   0．186   0．07   

設問（彰一4   ．950   0．157   0．192   0．057   

設問①   0．717   0．148   0．175   0．157   

設問①－1   0．237   0．049   0．021   0．087   

設問④－2   0．161   0．973   0，058   0．086   

設問④－1   0、162   0．973   0．053   0．093   

設問④－3   0．207   0．920   0．115   0．133   

設問④   0．166   0．646   0．135   0．359   

設問⑥   0．244   0．113   0．914   0．109   

設問⑦   0．144   0．079   ¢．895   0．122   

設問⑤   0．183   0．080   0．813   0．138   

設問③   0．242   0．333   0．170   0. 679 

設問②   0．075   0，069   0．095   d．ヰ96   

因子抽出法：主因ナ法   

回転法：Kaiser〔J）正規化を伴うバリ〉アックス法（5回の反復で回転が収束した＿．）  

表5 第1因子  

1l＝909  Scale coe仔iciellt H＝（1．58  ScaleZ＝33，2O  

reliabilitvO．81  

Item coefncients  

Itel11 Lab．el  MeallItelllH Z  

lten11qldo）－Otlkl101＼ 1．66   （）．36 13．26  

Itell12 ql－2doyoulVishtouse 2．（）2 （）．65 27，4（）  

lteln3 ql－3chagetobetter  2．15 （）．65  27．68  

1tem4 ql－4depreciatiol1  2．37 O．57  23．69  

全てCT）1tel11Hは（）．3以ヒでこれらはひとまとめとして使うことができると判定した   



表6 第2閃了－  

11＝536  Scale coemciellt H＝O．44  Scale Z＝21．62  

reliabilitvO．73   

ItelllCOefncielltS  

Itelll Lab（：1  

Itell16 q4read  

Itell17 q4－l11Seit   

ltell18 q小211Sefl11  

Itell19 q4－3wishtoexist  

Mea111telllH Z  

2．21  り．33  10．99  

2
 
 

5
 
 

．
い
 
 

2
 
 18．5l  

2．66  0．50 17．6（）   

2．77  0．37  13．40  

全てのItelnHは（）3以卜でこれらはひとまとめとして使うことができると判定したが、q4とq  

4－3ぴ）2つが低い値であった＝．  

表7 第3因子  

11＝1533  Scale coefriciellt H＝O，47  ScaleZ＝26．35  

reliabilitヽrO．68  

ItelllCOefficients  

Mea111temH Z   

2．7り  け51  23，1（）   

2．8S O．50  23，91   

3，05  0，38  17．22  

ltelll Label  

Itelllllq6support  

TtemlO q5discretiol1  

1telll12 q7illSuranCe  

全てげ）ItelllHは（）．3以上でこれらはひと圭とめとして使うことができると判定した 



図1 大学卒業午J）分布  
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卓圧）病 院  

甘② 有床診療所  

針③ 無床診療所  

■庄）その他  

臼未回答   

1戸〉（）1．86％  

図3 勤務先の所在地の分布  

17，1％  

62．4％  



図」し 詰療領域  

：∃2、2（％1（）1．G％  

2：う8、14％ i① スペシャリストで  

ある  

山② どちらかと言えば   
スペシャリストである  

臼③ どちらかと言えば   
ジェネラリストである  

甘④ ジェネラリストで   

ある  

臼未回答  

604∴う4％  

図5 EBMのことを知っているか  

30′2％  

白① 内容をよく知っている   

J②内容を少し知っている   

u③聞いたことがある程度、   
内容は知らない  

■④ 聞いたことがない  

u未回答  

図6 上】BMをどこで知ったか（複数回答可）   

（人）  
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岡7IIBMを自分の診療に取り入れたいと思うか  

臼① 大いに思う  

∪② 思う  

日③ どちらともいえない  

■④ 思わない  

u未回答  

491′54％  

図8 EBMにより医療の質はよくなると思うか  

■① 大いに思う  

u② 思う  

白③ どちらともいえない  

■④ 思わない  

日未回答  

図9 EBMはここの患者の軽視につながりかねないと思うか  

6′1％  

臼① まったく思わない  

J② 思わない  

臼③ どちらともいえない  

q④ 思う  

山未回答   



図10 M血〔1ト（医療技術評価総合研究医療情報サーービス事業）を知 っているか  

u① よ〈利用している  

山② 利用したことがある  

日③聞いたことがある程度  

■④ 聞いたことがない  

u未回答  

図11いわゆる「従来型の診療ガイドライン（保険診療におけるガイドラインを含む）」  

と、「tlIIMを用いた診療ガイドライン」〔7）相違について知っているか  

406′23％  

R①相違をよく知っている  

J②相違を少し知っている  

i③ 聞いたことがある程度  

■④ 知らない  

u未回答  

図12 歯科領域の診療ガイドラインを読んだことがあるか  

59′4彗 74′4％  

▼ 295′17％  

u①できるだけ読んでいる  

∪② いくつかある  

日③1つだけある  

日④ない  

u未回答  

194′11％   



図13 日常診療で診療ガイドラインを使っているか  

6′1％  

臼（手 ほぼ毎月使う  

J② 年数回使う  

臼③ まれに使う（数年に1回）  

臼④使ったことはない  

山未回答  

図14 診療ガイドラインは日常診療に役、呈つか  

9′2％  
47′8％  

□① 大いに役に立っている  

山② 役に立ったことがある  

日③ どちらともいえない  

■④ ほとんど役に立ったこと   

はない  

u未回答  

195′35％  

凶15 ヒ1常診療の際、「こびけ－－ マのEBMを用いた診療ガイドラインがあれば」と思う  

ことがあるか  

20′4％  
59′10％  

151′27％  
訃苫ほぼ毎月思う  

■② 年数回思う  

臼③ まれに思う（数年に1回）  

8④ 思ったことはない  

J未回答   

165′29％  

168′30％  



図16 「上二］［うMを用いた診療ガイドラインは歯科医師の自由裁量を拘束する」と思うか  

q（弧 まったく思わない  

・J② 思わない  

臼③ どちらともいえない  

■④ 思う  

J未回答  

890′51％   

図17 「m〕Mを用し、た診療ガイドラインは現場の判断を支援する」と思うか  

■① 大いに思う  

J② 思う  

錮③ どちらともいえない  

■④ 思わない  

u未回答   

526′30％  



図19 打RMを用いた診療ガイドラインの作成には、有識者の参画が必要だと思うか  

臼①大いに思う  

J②思う  

u③どちらともいえない  

q④ 思わない  

臼未回答  

図20 じRMを用いた診療ガイドラインの作成には、公聴会が必要だと思うか  

□① 大いに思う  

∪② 思う  

F③ どちらともいえない  

■④ 思わない  

u未回答  

同21 町首Mを用いた診療ガイドラインの作成には、患者（患者団体）の参画が必要だと  

思うか  

8① 大いに思う  

】② 思う  

臼③ どちらともいえない  

i④ 思わない  

u未回答   

317′18％  

456′26％  

619′36％  



同22 打RMを用いた診療ガイドラインの情車齢ま、何年ごとに再評価されるのがいいと思  

うか  

i①毎年  

J② 2～3年ごと  

臼③ 数年～10年ごと  

■④再評価は必要ない  

u未回答  

図23 EBMを用いた診療ガイドラインはどこが（誰が）作るのがよいと思うか  

（人）   
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図24 診療の大半をカバーできるEBMを用いた診療ガイドラインの情報が、自分のパソ  

コン端末で短時間で調べられるようになるとしたら、そゾ〕情報システムに年間で最大  

いくらくらい支払う価値があると思うか  

25′1％  

□①100′000円以上  

J②50′000～100′000円未満  

臼③10′000～50′000円未満  

■④5′000～10′000円未満  

u⑤1′000～5′000円未満  

揖⑥ 無 料  

u未回答   

657′37％  

152′9％  




